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摘    要

每年都有多數日本語檢定考試不幸落榜者，自發性地隔年再重考。大二考四級者不幸落榜則大三重考、大三考三級不幸落榜者則大四重考，這些學生被觀察為「暗默的負強化」、「自我欲求水準的落差」、及「與自己過去競爭」，也即「外發性動機」進而轉為「內發性動機」的一種行動。成績顯現出四級重考合格率近七成而三級重考合格率則遠遠落後為3成。以各考試項目觀察，四級文法讀解項目進步最多，其次文字語彙項目，聽力的進步幾乎微乎其微。而三級文字語彙項目及整體總得分數稍有進步外，其餘全都看不見其進步。由這兩級數可以觀察到動機的強度及達成可能性的高度影響到成績的優劣。更值得注意的是文字語彙及讀解文法等層面上的貫通並不代表直接能夠連結聽解能力的增長，這在未來教師在教學上或學習者在自修上需著重加強的地方。

【關鍵詞】

動機、外発性動機、内発性動機

The effect of motivation to learning
~ research on regard of level of the Japanese proficiency test on re-examinee’s score ~
Chih-Hui,Cheng(
Abstract

There are a lot of students went out of Japanese certificate examinations every year. And, they take an examination again voluntarily. It takes a level 4 test on sophomore to the junior , and takes a level 3 test on junior to senior again if failing.   The motive is the most important factor to influence the score. Passing rate of level 4 is near by 70%, passing rate of lever 3 is 30%. We can see the Strength and the achievement possibility of the motive are greatly influenced.
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動機付けが学習に及ぼす効果の一考察

～日本語能力試験の再度受験者の成績様相から考える～

１．研究背景

　学習を効果的にする要因は様々ある。そのなか決定的要因の一つは「動機付け」である。動機付けには外たるなものと内たるものがある。いずれも学習との関係が深く、特に内たるものが学習に及ぼす効果の大きいことは無視できない。

　日本語能力試験に合格できず、次の年度に同じ級数を再受験する学習者がいる。しかも自発的に試験を受ける学習者である。試験の失敗に再受験しようという気持ちが起きたのが、まさにこの動機付けによるものだと思われる。受かろうと思って受けようとした彼らは、次年度の成績の進歩具合はどんなものになったのか、その背後に何が隠されているのか、「すること」と「なること」の違いを彼らの成績様相を通して解明し、動機付けが学習に及ぼす効果を考察したい。

２．先行研究　

　

　「学習における「動機付け」は、行動を始発させ、始発したその行動を維持し、さらにその行動を一定の方向に導いて終結させる力を持つ」という。外的強化によるものが外発的動機付けといい、自己強化によるものが内発的動機付けという。外的動機付けには幾つかの種類がある。

（１）賞罰（言語的賞罰も含む）

（２）暗黙の強化①他人が賞賛されるのを見て感じる「暗黙の負の強化」

②他人が叱責されるのを見て感じる「暗黙の正の強化」

（３）自分が立てた欲求水準との落差

（４）競争①個人間競争

②集団間競争

③自分の過去との競争

④自分たちの集団の過去との競争

内発的動機付けには、自己決定（自律性、有能性、関係性の要因がある）、知的好奇心などといった類がある。外発的動機付けと内発的動機付けの大きな違いは、その行動に、前者は目標物を獲得する手段としての役割を持ち、後者は行動自体が目的となっている。達成行動を起こす要因として考えられるのは、達成動機の強さ、達成可能性の高さ、達成報酬の高さがある。

本論では、暗黙の負の強化、自分が立てた欲求水準との落差、自分の過去との競争といった外的動機付けに基づいた内発的動機付け、が学習に及ぼす効果を考察する。

３．考察対象と方法

大同大学事業経営学科の二年生から四年生の日本語学習者、自発的に日本語能力試験を隔年再受験した者を対象に考察する。日本語能力試験の受験級数は四級、三級である。合計被考察対象48人である。各級数別、受験年度別、学年別を以下にまとめる。

（1） 四級

	1997年度（二年生時）⇒1998年度（三年生時）
	計　9人

	1998年度（二年生時）⇒1999年度（三年生時）
	計10人

	2000年度（二年生時）⇒2001年度（三年生時）
	計　1人

	2001年度（二年生時）⇒2002年度（三年生時）
	計　6人

	2002年度（二年生時）⇒2003年度（三年生時）
	計13人


二年生に四級日本語能力試験が不合格で、三年生時に再度受けた対象者数が合計39人。四級日本語能力試験の実施年度は1997年-2003年度であった。

（2） 三級

	1999年度（二年生時）⇒2000年度（三年生時）
	計　2人

	2003年度（二年生時）⇒2004年度（三年生時）
	計　７人


三年生に三級日本語能力試験が不合格で、四年生に再度受けた対象者数が合計9人。三級日本語能力試験の実施年度は1999-2000、2003-2004年度であった。

結果の算出はSPSS11.5を用いて、統計分析した。

４．結果と考察

（１）四級、三級の合格率

表1は、四級日本語能力試験次の年度に再受験の合格人数及び合格率を示したものである。39人のうち27人が次の年度に合格でき、合格率が69.2％もあった。

表１．四級各年度再度受験合格率

	四級全年度     　 27/39（合格率69.2%）
	

	1997-1998
	5/ 9（合格率 55.6%）
	

	1998-1999
	6/10（合格率 60.0%）

	2000-2001
	1/ 1（合格率100.0%）

	2001-2002
	4/ 6（合格率 66.7%）

	2002-2003
	11/13(合格率 84.6%)


表２は、三級日本語能力試験次の年度に再受験の合格人数及び合格率を示したものである。9人のうち3人が次の年度に合格でき、合格率が33．3％とやや低めであった。

表２．三級各年度再度受験合格率

	三級全年度 　　 　 3/9（合格率33.3%）

	1999-2000
	2/2 (合格率100.0%)

	2003-2004
	1/7 (合格率  4.3%)


四級再受験合格率が三級のそれより高いのは、次のいくつかの理由が考えられる。まずは受験後の学習時間であった。再受験するまで各級の教室学習時間を概算したのが表3の通りで、四級は学習基準時間数（150時間）の約1.7倍、三級は同時間数（300時間）の約1.1倍であった。学習時間の倍数の違いが考察される。

　　　　　　表３．四級三級再度受験者の教室学習時間数

	四級
	156H＋（4H×4W×2M）＋（2H×4W×8M）＝約252H

	三級
	246H＋（2H×4W×2M）＋（2H×4W×8M）＝約326H


次に考えられるのは学習内容である。四級の受験者は一回目受験後続けて三級文法項目を強化され、四級の試験そのものもやさしかったのもあって、高い合格率が得られたと思われる。その反面三級の受験者が一回目受験後一段と上の学習内容の強化が弱まり、四級と比べものにならなかった結果となった。

そして最も重要なのが動機付けにあると考えられる。四級再受験は大学三年、三級再受験は大学四年になってからである、大学四年生にもなれば、大学院受験が控えたり、これからの進路を考えたり、日本語能力試験に専念するところではなかった。いわば内発的な動機付けが薄れてきていることが三級合格者数を低下させた原因でも言える。

（２）四級各受験項目の結果

　

実際に文字語彙、聴解、読解文法の各項目における学習効果はいかなるものか、それをまとめたのが表4である。

表４．四級各年度各受験項目の平均及び標準偏差値　　　　　　（四捨五入）

	四級

各受験年度
	N
	文字語彙
	聴解
	読解文法
	総合得点

	
	
	平均
	SD
	平均
	SD
	平均
	SD
	平均
	SD

	1997-1998
	9
	66.2-72.0
	11.2-5.8
	22.3-37.0
	5.0-7.3
	117.2-124.4
	15.8-18.8
	205.7-233.4
	21.5-24.7

	1998-1999
	10
	66.1-73.1
	7.0-9.5
	34.4-44.8
	8.5-13.1
	105.3-140.0
	21.8-27.5
	205.8-257.7
	28.6-42.1

	2000-2001
	1
	*
	*
	*
	　　*
	*
	*　
	*
	*

	2001-2002
	6
	60.3-80.7
	7.1-9.7
	35.0-34.2
	4.5-11.6
	86.3-136.7
	23.5-36.8
	181.7-251.5
	24.6-50.5

	2002-2003
	13
	64.9-79.8
	12.0-13.6
	44.2-47.2
	10.4-17.1
	108.5-147.1
	17.3-21.9
	217.7-274.1
	27.3-38.4


* 2000－2001年は1人のデータしかないため、平均値と標準偏差が算出できないため、ここで省く。

　文字語彙のほうでは最初の60点台のところが、再受験の次の年になると70点台になったことがわかる。聴解のほうはあまり明らかな差が見えず次の年度もほぼ３割程度の点数であった。読解文法の点数は目覚しい点数の躍進が見られた。

その有意差の確認のため、ペアサンプルT検定（SPSS11.5）を行った。その結果は次の通りである。

①四級1997-1998年　　

文字語彙　ｔ（8）＝－1.28（ｐ＝0.24）  有意差なし

　　　　　聴解　　　ｔ（8）＝－4.45（ｐ＝0.00）　有意差あり
　　　　　読解文法　ｔ（8）＝－1.73（ｐ＝0.12）　有意差なし

　　　　　総合得点　ｔ（8）＝－3.91（ｐ＝0.00）　有意差なし

　　　　

②四級1998-1999年

　　　　　文字語彙　ｔ（9）＝－1.91（ｐ＝0.09）　有意差なし

　　　　　聴解　　　ｔ（9）＝－2.04（ｐ＝0.07）　有意差なし

　　　　　読解文法　ｔ（9）＝－2.85（ｐ＝0.02）　有意差あり

　　　　　総合得点　ｔ（9）＝－2.87（ｐ＝0.02）　有意差あり

③四級2001-2002年
文字語彙　ｔ（5）＝－8.56（ｐ＝0.00）　有意差あり

　　　　　聴解　　　ｔ（5）＝　0.13（ｐ＝0.90）　有意差なし

　　　　　読解文法　ｔ（5）＝－3.94（ｐ＝0.01）　有意差あり

　　　　　総合得点　ｔ（5）＝－4.44（ｐ＝0.01）　有意差あり

④四級2002-2003年
　　　　　文字語彙　ｔ（12）＝－4.64（ｐ＝0.00）　有意差あり 

　　　　　聴解      ｔ（12）＝－0.59（ｐ＝0.57）　有意差なし

　　　　　読解文法　ｔ（12）＝－7.90（ｐ＝0.00）　有意差あり

　　　　　総合得点　ｔ（12）＝－8.31（ｐ＝0.00）　有意差あり
　

　聴解のほうでは、学習が1年経過したにもかかわらず自分の過去との競争には勝てなかったことがわかった。

⑤四級全年度分（2000－2001年度含む）

文字語彙　ｔ（38）＝－6.00（ｐ＝0.00）　有意差あり

聴解　　　ｔ（38）＝－2.95（ｐ＝0.01）　有意差あり

読解文法　ｔ（38）＝－6.88（ｐ＝0.00）　有意差あり

総合得点　ｔ（38）＝－8.33（ｐ＝0.00）　有意差あり　

（３）三級各受験項目の結果

表5　三級各年度各受験項目の平均及び標準偏差値　　　　　　（四捨五入）

	三級

各受験年度
	N
	文字語彙
	聴解
	読解文法
	総合得点

	
	
	平均
	SD
	平均
	SD
	平均
	SD
	平均
	SD

	1999-2000
	2
	70.5-84.0
	2.1-7.1
	20.0-36.5
	11.3-2.1
	114.5-132.0
	9.2-15.6
	205.0-252.5
	0.0-0.4

	2003-2004
	7
	53.3-63.0
	8.2-7.6
	32.6-34.9
	12.1-13.0
	102.6-110.1
	14.0-24.8
	188.4-208.0
	20.6-37.0


①三級1999-2000年

文字語彙　ｔ（1）＝－ 3.86（ｐ＝0.79）　有意差なし

　　　　　聴解　　　ｔ（1）＝－ 1.73（ｐ＝0.83）　有意差なし

　　　　　読解文法　ｔ（1）＝－ 1.00（ｐ＝0.88）　有意差なし

　総合得点　ｔ（1）＝－10.56（ｐ＝0.77）  有意差なし

②三級2003-2004年

文字語彙　ｔ（6）＝－2.30（ｐ＝0.06）　有意差なし

　　　　　聴解　　　ｔ（6）＝－0.94（ｐ＝0.38）　有意差なし

　　　　　読解文法　ｔ（6）＝－0.73（ｐ＝0.50）　有意差なし

　　　　　総合得点　ｔ（6）＝－1.51（ｐ＝0.18）　有意差なし

③三級全年度分

　　　　　文字語彙　ｔ（8）＝－3.18（ｐ＝0.01）　有意差あり

　聴解　　　ｔ（8）＝－1.70（ｐ＝0.13）　有意差なし

　　　　　読解文法　ｔ（8）＝－1.14（ｐ＝0.29）　有意差なし

　　　　　総合得点　ｔ（8）＝－2.40（ｐ＝0.04）　有意差あり
５．まとめ
　

（1） 再度受験の合格率、四級は7割近く、三級は3割弱であった。両級数の差に学習時間数、級数自体の難易度、受験時の学年（三年生か四年生）という要因が影響されていると考えられる。

（2） 四級の総合得点は前年度受けた時点より全体的に上がり、各受験項目の進歩具合をみると、上達した順としては読解文法、文字語彙、聴解であった。やはり聴解のほうでは学習者にとって難しい関門であることがわかる。

（3） 三級の総合得点は前年度時よりはほんの少し進歩したが、各受験項目別から見ると、文字語彙の項目では上達がみられ、ほかは至って進歩がみられなかった。

（4） 前年度合格できなかった者が多くいる中、再受験するこの48人の被観

察者は、本人が他の者の合格を見て感じる「暗黙の負の強化」、或いは自分が立てた欲求水準との落差からくる再受験の意欲、また自分の過去との競争といった外的動機付けに基づいた内発的動機付け、その達成行動は起こしたものの、四級と三級の受験者に見られる動機の強さと達成可能性の高さの差が出た。

（５）この考察結果を通して、聴解の部にはもっと日をかさむ努力が必要であり、文字語彙、読解文法がわかったところで、聴解もそれなりにわかるとは限らないことがわかった。
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